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１． 研究計画の概要 
(1)咀嚼機能評価について  
本研究は，咀嚼障害患者を治療する歯科開

業医に対して簡便な咀嚼能力評価法を確立
し，ネットワークを活用した診断支援と治療
方針の助言を行うシステムを構築すること
を目的としている。また，義歯使用患者に対
して欠損状態や義歯の使用状況と満足度，鉤
歯・残存歯の状態とを比較し，基準値を明ら
かにしホームページにて利用しやすい形式
で公開することにより，補綴装置の機能回復
について客観的な評価が可能になる。 
 
(2)嚥下機能評価について  
嚥下障害患者に対しては，携帯型超音波診

断装置を用いて新たな嚥下診断支援モデル
と嚥下指導を行う体制も同時に構築してい
く。超音波診断装置を用いた診断支援につい
ては，最初は正常者で機能評価を行なう。検
査手技が確定後，関連病院で比較的健康な高
齢者で嚥下機能診断が可能か行い，データを
インターネット経由で転送して遠隔診断支
援の実証実験を行ないたい。本研究の最終目
的は高齢者の咀嚼・嚥下機能障害に対する遠
隔診断支援システムの確立である。 

 
２． 研究の進捗状況 
(1) 咀嚼機能評価について 
新潟市在住の 79～80 歳の高齢者を対象と
して高齢者の補綴装置と咀嚼機能，顎関節症
状についても研究し，義歯の満足度が低いと
咀嚼能力が低下することが明らかになった。
また，高齢者において，顎関節症状が重篤な
者はほとんどみられず，咀嚼能力にその影響
はないことも明らかになった。 

 
(2)嚥下機能評価について 
 過去の研究をもとに既に購入した携帯型
超音波診断装置にて，ボランティアの正常者
に対して嚥下時の舌エコー画像について検
討し，分析可能であることを確認した。咀嚼
能力評価法・嚥下能力評価法について検討す
る。また健常嚥下のピエゾフィルムから
PowerLab システムによる舌骨の波形を解析
し，さらに高齢女性でもピエゾフィルムによ
る嚥下分析が可能であることを明らかにし
た。そこで，これらのデータをもとにピエゾ
フィルムを用いた簡易型嚥下機能評価装置
を開発した。このピエゾフィルムによる簡易
型嚥下機能評価装置の出力波形パターンと
超音波画像は同時測定可能であることが明
らかになった。 
 
３．現在までの達成度 
概ね順調に進展している。理由としては咀
嚼機能評価については地域在住の高齢者に
対して，歯牙欠損，補綴装置や顎関節症状と
咀嚼機能の関係について報告している。嚥下
機能評価については，携帯型超音波診断装置
での分析を行い，ピエゾフィルムを用いた嚥
下機能評価法についても報告してきた。遠隔
医療については，IPTV 電話を用いたモデル
の試行を行なっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)咀嚼機能評価について  
最終的には，歯科開業医に対して簡便な咀
嚼能力評価法を確立し，ネットワークを活用
した診断支援と治療方針の助言を行うシス
テムを構築することを目的としている。さら
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に義歯使用患者に対しては，欠損状態や義歯
の使用状況と満足度，鉤歯・残存歯の状態と
を比較することから基準値を明らかにする。
また，この基準値をホームページ上で利用し
やすい形式で公開し，歯科開業医が補綴装置
の機能回復について客観的に評価できるよ
うにする。現在，既に遠隔医療用の Website
を運用しており，この中でも活用していきた
い。 
 
(2) 咀嚼機能評価について 
軽度嚥下障害患者を対象とした咀嚼機能
評価モデルを構築したい。高齢の重篤な嚥下
障害患者対しては，実験の協力を得ることが
難しく，その対応策として健常ボランティア
や軽度嚥下障害患者を対象として研究を続
行する。ピエゾフィルムを用いた嚥下機能評
価法の報告をもとに，簡易型嚥下機能評価装
置を既に開発，着手しており，携帯型超音波
診断装置とも同時分析するシステムの構築
を計画している。このシステムを確立させた
後，新たな嚥下診断支援モデルと嚥下指導を
行う体制を同時に構築していく。最終目標は
データをインターネット経由で転送して遠
隔診断支援の実証実験を行いたい。 

 
(3) 遠隔医療について 
既に顎関節症患者で実証実験を行なった

IPTV 電話を用いたモデルを応用して，咀
嚼・嚥下機能評価モデルを構築したい。本研
究の最終目的は高齢者の咀嚼・嚥下機能障害
に対する遠隔診断支援システムの確立であ
る。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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